
ラグビーイタリア代表に関連した交流内容 上田市

〇元ラグビー日本代表富岡耕児氏等のトークショー 上田城千本桜まつり 4月
〇ラグビー観戦ガイドブックを作成 イベント等で配布 4000部
〇市民が練習したオペラをラグビーイタリア代表に披露 9月 約120人の市民合唱団
〇イタリア文化を楽しむイベント「ピアッツア イタリア」を在日イタリア商工会議所と共催 9月
〇イタリアラグビー連盟役員が伝統工芸品上田紬機織り体験等 9月 連盟役員等 5人
〇ラグビーワールドカップ ＶＳ南アフリカ戦観戦ツアー 10月 31人参加
〇イタリア人日本酒バイヤーを市内酒蔵へ案内 12月
〇市内小・中学校等でタグラグビー教室を開催 通年 延べ3,487人参加

〇交流事業実施内容の詳細

元ラグビー日本代表
トークショー

ラグビー観戦ガイドブック 市民合唱団オペラ練習・イタリア代表に披露

ピアッツア イタリア
選手と市民の交流 上田紬機織り体験

ＲＷＣイタリア戦観戦ツアー
地酒を試飲 タグラグビー教室



交流事業名 歓迎レセプション 自治体名 富士吉田市（富士河口湖町）

○開催期間 令和1年9月9日
○開催場所 ハイランドリゾートホテル＆スパ
○参加人数 フランス代表チーム関係者 52名 受入自治体関係者 25名
○交流事業実施内容の詳細
フランス代表の事前チームキャンプ受入に伴い、富士吉田市・富士河口湖町主催による歓迎
レセプションを開催し、記念品贈呈や記念撮影を行い選手を歓迎した。また、選手等に地元
の伝統芸能を体験していただくなどの文化交流を図った。

市長挨拶 アドバイザー挨拶 富士山火焔太鼓によるフランス代表
チームとセッション

富士山火焔太鼓によるフランス代表
チームとセッション

フランス代表チームと富士吉田市・富士河口湖町
記念品贈呈

記念撮影



交流事業名 学校訪問 自治体名 富士吉田市（富士河口湖町）

○開催期間 令和1年9月12日
○開催場所 山梨県立ふじざくら支援学校・河口湖南中学校組合立河口湖南中学校
○参加人数 山梨県立ふじざくら支援学校 116名 河口湖南組合立河口湖南中学校 176名
○交流事業実施内容の詳細
山梨県立ふじざくら支援学校及び河口湖南中学校において、フランス代表選手等による学校
訪問を開催し、学校側から合唱やダンスが披露され、励ましのメッセージを記した横断幕等
が贈呈した。また、生徒と選手等が一緒にパス練習を行うなどスポーツ交流を図った。

ふじざくら支援学校にて フランス代表選手 ふじざくら支援学校にて パス交換の様子 ふじざくら支援学校にて 学校側から横断幕贈呈

河口湖湖南中学校にて フランス代表選手 河口湖湖南中学校にて パス交換の様子



交流事業名 一般公開練習 自治体名 富士吉田市（富士河口湖町）

○開催期間 令和1年9月14日
○開催場所 山梨県富士北麓公園球技場
○参加人数 約300名
○交流事業実施内容の詳細
富士吉田市と富士河口湖町の住民等へ、世界のトップアスリートの練習を観覧する有意義な
機会を設け、ラグビーの普及やスポーツ振興を図った。また、フランス代表選手と記念撮影
やサイン会も行い、地元住民とのふれあいの機会を創出した。

練習公開

記念撮影・サイン会記念撮影・サイン会
記念撮影・サイン会

記念撮影・サイン会練習公開



交流事業名 ラグビーワールドカップ2019™日本大会観戦ツアー 自治体名 富士吉田市

○開催期間 令和1年9月21日
○開催場所 東京スタジアム
○参加人数 富士吉田市民 20名
○交流事業実施内容の詳細
富士吉田市等において、事前チームキャンプと公認チームキャンプを実施したフランス代表
を応援するため、アルゼンチン代表との初戦に市民を対象にした観戦ツアーを開催した。

練習公開

観戦の様子観戦の様子

フランスｖアルゼンチン 試合の様子

観戦の様子

東京スタジアム前 記念撮影市役所庁舎前 記念撮影



交流事業名 トップアスリート直伝教室 自治体名 富士吉田市

○開催期間 令和1年8月31日
○開催場所 山梨県富士北麓公園陸上競技場
○参加人数 約105名
○交流事業実施内容の詳細
富士吉田市の子供たちにラグビーに触れる機会を作り、ラグビーの魅力を知ってもらうため、
ラグビートップリーグ所属の「ＮＥＣグリーンロケッツ」の選手によるラグビー教室などを開
催し、ラグビーワールドカップ2019™日本大会の機運醸成を図った。

クイズラリー 閉会式の様子 記念撮影

講習会の様子（小学生の部） 講習会の様子（小学生の部） 講習会の様子（小学生未満の部）



交流事業名 歓迎レセプション 自治体名 富士河口湖町（富士吉田市）

○開催期間 令和1年9月9日
○開催場所 ハイランドリゾートホテル＆スパ
○参加人数 フランス代表チーム関係者 52名 受入自治体関係者 25名
○交流事業実施内容の詳細
フランス代表の事前チームキャンプ受入に伴い、富士吉田市・富士河口湖町主催による歓迎レ

セプションを開催し、記念品贈呈や記念撮影を行い選手を歓迎した。また、選手等に地元の伝統
芸能を体験していただくなどの文化交流を図った。

市長挨拶 アドバイザー挨拶 富士山火焔太鼓によるフランス代表
チームとセッション

富士山火焔太鼓によるフランス代表
チームとセッション

フランス代表チームと富士吉田市・富士河口湖町
記念品贈呈

記念撮影



交流事業名 学校訪問 自治体名 富士河口湖町（富士吉田市）

○開催期間 令和1年9月12日
○開催場所 山梨県立ふじざくら支援学校・河口湖南組合立河口湖南中学校
○参加人数 山梨県立ふじざくら支援学校 116名 河口湖南組合立河口湖南中学校 176名
○交流事業実施内容の詳細
山梨県立ふじざくら支援学校及び河口湖南中学校にてフランス代表選手等による学校訪問を開催し、学校側

から合唱やダンスが披露され、励ましのメッセージを記した横断幕等が贈呈した。また、生徒と選手等が一緒
にパス練習を行うなどスポーツ交流を図った。

ふじざくら支援学校にて フランス代表選手 ふじざくら支援学校にて パス交換の様子 ふじざくら支援学校にて 学校側から横断幕贈呈

河口湖湖南中学校にて フランス代表選手 河口湖湖南中学校にて パス交換の様子



交流事業名 一般公開練習 自治体名 富士河口湖町（富士吉田市）

○開催期間 令和1年9月14日
○開催場所 富士北麓公園球技場
○参加人数 約300名
○交流事業実施内容の詳細
富士吉田市と富士河口湖町の住民等へ、世界のトップアスリートの練習を観覧する有意義な機会を設け、ラ

グビーの普及やスポーツ振興を図った。また、フランス代表選手と記念撮影やサイン会も行い、地元住民との
ふれあいの機会を創出した。

練習公開 練習公開

記念撮影・サイン会記念撮影・サイン会
記念撮影・サイン会

記念撮影・サイン会



交流センター講座（ラグビー講座・体験教室） 静岡県磐田市

〇開催期間／開催場所／参加人数
①2019年４月18日（木）／池田交流センター／約15人
②2019年６月12日（水）／長野幼稚園／約20人
②2019年７月10日（水）／南御厨交流センター／約20人
③2019年８月21日（水）／元宮公会堂／約30人
④2019年９月30日（月）／南部中学校／約150人

〇交流事業実施内容の詳細
ヤマハ発動機ジュビロのスタッフで、元日本代表の小池善行選手を招き講座（実演・ラグビー体験含む）を実

施。講座をとおして市民や生徒にラグビーの魅力とラグビーワールドカップのＰＲを行った。

交流の類型③

①池田交流センター
ラグビー講座

②長野幼稚園
ラグビー体験

④元宮公会堂
ラグビー体験

⑤南部中学校
ラグビー講座



オーストラリア出身のラグビー選手との交流 静岡県磐田市

〇開催期間／開催場所／参加人数
①2019年９月27日（金）／田原小学校／約45人
②2019年10月30日（水）／東部小学校／約130人
③2019年10月31日（木）／中部小学校／約110人

〇交流事業実施内容の詳細
磐田市内の小中学校では、英語の実践教育の一つとして、修学旅行（東京や京都）の際、外国人に声をかけ英会話

をするという「修学旅行英会話」という体験教育を実施している。今回、修学旅行英会話体験授業にヤマハ発動機ジュビ
ロの外国人選手が児童たちの英会話練習相手として参加し、この体験授業をとおして、2019年ラグビーワールドカップ
の機運醸成とともに、スポーツをとおした国際交流及びスポーツ振興のきっかけづくりを図った。

交流会にヤマハ発動機ジュビロに所属しているオーストラリア出身のシオネ・トゥイプロトゥ選手、サム・グリーン選手、ジェイデン・ナーマ
ヌ選手を招き、歴史や文化の紹介とラグビーの魅力などについて話をしてもらった。

①９/27田原小学校
シオネ・トゥイプロトゥ選手、サム・グリーン選手

交流の類型②

③10/31中部小学校
ジェイデン・ナーマヌ選手



オーストラリア交流（ラグビー交流） 静岡県磐田

市

〇開催期間／開催場所／参加人数
2019年10月３日（木）／大久保グラウンド／約100人

〇交流事業実施内容の詳細
ヤマハ発動機ラグビースクールに所属している磐田市の小中学校児童・生徒がオーストラリアの小中

学生チームと親善試合を行った。ラグビーワールドカップの観戦を兼ね、スポーツ交流で来日したキング
ス・スクール小学校、ピーターシャムラグビークラブ、ロックデール・レンジャースジュニアラグビークラブの
３チームの児童・生徒たちとラグビーをとおして国際交流をおこなった。

ラグビーをとおした国際交流

交流の類型②



オーストラリアチームの歓迎と交流（ラグビー体験会）静岡県磐田

市

〇開催期間／開催場所／参加人数
2019年10月10日（木）／掛川花鳥園／約140人

〇交流事業実施内容の詳細
ラグビーワールドカップで、磐田市・掛川市が合同公認チームキャンプ地のオーストラリア代表チーム

と両市の小学校とでラグビー体験をとおした交流会をおこなった。キャプテンのマイケル・フーパー選手を
はじめ他７名の選手、スタッフが参加してくれ、磐田市立豊浜小学校の児童（約30名）と掛川市立上内田
小学校の児童（約50名）とラインアウトやスクラム、パス交換などラグビー体験をとおして交流をおこなうこ
とができた。
ラグビー交流会後は、オーストラリアチームへの歓迎の意を含め、みんなでバードショーを見学した。

ラグビー体験をとおした交流
ラインアウトやスクラムなどのラグビー体験

交流の類型①

バードショーの見学
児童と一緒に見学＆集合写真



ニュージーランド大使館交流会 愛知県一宮市

〇令和元年７月３日（水）14：15～15：10／一宮市立北方中学校体育館／参加人数 183名（北方小学校
6年：93名 北方中学校1年：90名）
〇交流事業実施内容の詳細
ラグビーワールドカップ2019の機運醸成、公認チームキャンプ地として受入れるニュージーランドの文化
理解のため、小・中学校の総合学習の時間に、大使館の関係者（二等書記官リディア・バーラッド氏）を招
いて同国について学ぶ。

リディア・バーラッド氏による
講演会の様子

ゲーム
（ラグビーパスタイムトライアル）

フォトセッション

本件の問い合わせ先
一宮市教育文化部
スポーツ課

0586-85-7006

質疑応答



南アフリカ共和国大使館交流会 愛知県一宮市

〇令和元年７月１６日（火）13：30～15：30／一宮市立葉栗中学校体育館／参加人数496名
（葉栗小学校5・6年：166名 葉栗中学校1・2年：330名）
〇交流事業実施内容の詳細
ラグビーワールドカップ2019の機運醸成、公認チームキャンプ地として受入れる南アフリカ共
和国についての文化理解のため、小・中学校の総合学習の時間に、大使館の関係者（政治
部参事官ラクグワレ・クブヤネ氏）を招いて同国について学んだ。

ラクグワレ・クブヤネ氏入場 歓迎セレモニー（ソーラン節） 講演会（クブヤネ氏と近藤さなえ通訳）

質疑応答

ゲーム
（ラグビーパスタイムトライアル）

フォトセッション
本件の問い合わせ先

一宮市教育文化部スポーツ課 0586-85-7006



南アフリカ代表チーム練習公開 愛知県一宮市

〇令和元年９月２５日（水）12：00～13：15／一宮市光明寺公園球技場メイングラウンド／参加人数3,500名
〇交流事業実施内容の詳細
南アフリカ代表チームの練習公開では、県内高校のラグビー部を招待し世界トップクラスの練習を見学。
地元の小学生（一宮市立葉栗北小学校）の児童が選手達にエールを送り、選手達と記念撮影。
練習公開後には、選手達はファンと写真撮影をするなど交流を図った。

練習の様子

練習公開後に選手がファンと交流

地元の小学生が選手達にエール

本件の問い合わせ先
一宮市教育文化部スポーツ課

0586-85-7006



南アフリカ代表チーム交流会 愛知県一宮市

記念品交換
一宮市→南アフリカ 南アフリカ産モヘヤを使用したニット帽子、マフラー
南アフリカ→一宮市 RWCロゴ入りワイン、チームロゴ入りダチョウの卵

ハンドレ・ポラード選手、ファフ・デクラーク選手によるキック実演

〇令和元年９月２５日（水）15：30～16：30／一宮市総合体育館いちい信金アリーナＢ／参加人数700名
〇交流事業実施内容の詳細
ラグビーワールドカップ2019公認チームキャンプ地として南アフリカ代表チーム受入にあたって、代表選手及びスタッフと市長、ラグビー関係
者等の歓迎行事の実施（公開式市長表敬訪問）
市と南アフリカ代表チームの間で記念品を交換。また、チームからはナミビア戦のチケットを3組分いただき、抽選で参加者にプレゼント。
県内高校ラグビー部の生徒には、実戦形式でアドバイスをし、交流会の最後にはサインや写真撮影も行った。

本件の問い合わせ先
一宮市教育文化部スポーツ課 0586-85-7006

選手から高校生へアドバイス

ファンとの交流

選手達と会場のみなさんと写真撮影

チームよりチケットのプレゼント



フレンドシップ校事業 豊田市

〇平成３１年４月～令和元年１１月／豊田市内小・中・特別支援学校 １０５校／３６，０４０
人

〇交流事業実施内容の詳細
豊田市内の全小・中・特別支援学校を豊田スタジアムで試合を行う８か国のうち、日本を除く７
か国のフレンドシップ校に認定し、各国の国旗やラグビー協会のエンブレムパネルへの寄書と千
羽鶴の作成を行い、「おもてなし」及び応援を行った。
作成した千羽鶴と国旗・エンブレムの寄書は、公認チームキャンプ地施設内で各代表チームに向
けて披露した。

ジョージア サモア （名古屋市・瑞穂公園）

イタリア（豊田市・トヨタスポーツセンター）

ナミビア（豊田市・トヨタスポーツセンター）

ウェールズ（豊田市・トヨタスポーツセンター）
南アフリカ（一宮市・光明寺公園）



イタリア料理教室 豊田市

〇令和元年９月２日(月)午前１０時～１１時３０分／アージェントパルム（結婚式
場）／７１人

〇交流事業実施内容の詳細
イタリア人料理研究家 ベリッシモ・フランチェスコ氏を招き、トークショー形式の料
理教室を実施した。イタリアの伝統料理であるパスタやスープ料理の実演、日本とイ
タリアの文化の違いなどの講演を行った。

料理教室のステージ 料理教室 講師入場講師入場

料理中 試食会・交流会 料理２品



ウェールズチーム中学校交流事業 豊田市

〇令和元年９月２０日(金)午前１０時～１１時／崇化館中学校／５８９人

〇交流事業実施内容の詳細
ウェールズチームが市立崇化館中学校を訪問し、中学生と交流を行った。ウェールズ代表選手に
よるパスの実演、指導、生徒からの合唱の披露、記念撮影を行った。
実際に世界トップレベルの選手とふれあうことができ、貴重な経験となった。

選手入場 パスの技術指導

技術披露 合唱披露

集合写真



イタリアチーム交流会 豊田市

〇令和元年１０月６日(日)午後７時～８時３０分／名鉄トヨタホテル／１２０人

〇交流事業実施内容の詳細
イタリアチームを歓迎するために在日イタリア商工会議所・イタリア代表チームと豊
田市で交流会を開催した。また、パーティー会場となるホテル前のイベントスペース
で行われていたイタリアフェアにも出演し、市民との交流を図った。
交流パーティーでは、来賓のあいさつのほか、オペラの披露などがあり、イタリアの
文化を体感する機会となった。また、市長からイタリア代表チームに豊田市産の梨を
贈呈し、イタリアチームを歓迎した。

交流会

豊田市長から豊田市産梨
の贈呈

イタリアフェアでの交流

地元ラグビースクー
ルの子供たちと交流



イタリアチーム小学校交流事業 豊田市

○令和元年１０月１０日(木)正午～午後１時／童子山小学校／６４４人

〇交流事業実施内容の詳細
イタリアチームが市立童子山小学校を訪問し、小学生と交流を行った。イタリア代表選手によるパスの実演、
指導、そして、児童からのイタリア国歌の披露、記念撮影を行った。
イタリア国歌の練習を行い、直接選手に披露することができた。児童にとって、国際理解を深める良い機会と
なり、実際にイタリアが好きになったなどの声があった。大会終了後もイタリア国歌を口ずさむ児童が沢山い
ると学校から報告があった。

選手入場
イタリア国歌披露

（スクラムユニゾン協力）

パスの指導 技術披露 選手退場

集合写真



ラグビーワールドカップ2019における地域交流の取組① 東大阪市

〇東大阪市花園ラグビー場で試合をするアメリカ、トンガ、イタリア、
フィジー、アルゼンチン、ナミビアの文化等を事前に知ってもらうため
にパネル展示を実施するとともに、各国出身の方を講師として招きそ
の国の文化・言葉を学ぶ体験講座を実施。
（体験講座8月18日（日）、パネル展示8月21日（水）～28日（水）)）

パネル展示 体験講座



ラグビーワールドカップ2019における地域交流の取組② 東大阪市

〇東大阪市花園ラグビー場で試合をするアメリカと、ラグビーワールド
カップを含めた文化交流・経済交流を、アメリカ総領事館を通して行う。
（8月30日（金）、29社参加）

交流の様子



ラグビーワールドカップ2019における地域交流の取組③ 東大阪市

〇ラグビーワールドカップ観戦客と東大阪市民が交流できるイベント
を市内で実施する。東大阪市花園ラグビー場で試合を行うフィジーの
文化等を紹介する交流イベントをフィジー大使館と実施。
（10月3日(木）～10月5日(土)実施）

イベントの様子



ラグビーワールドカップ2019における地域交流の取組④ 東大阪市

〇東大阪市立日新高校がラグビー強豪国のニュージーランドに留学
することで、現地の方やラグビー文化に触れ、ラグビーワールドカップ
に興味を持たせ、帰国後にも国内ラグビーの発展に寄与する。
（3月6日(金)～3月23日(月)予定）

語学勉強の様子

留学中にラグビー試合観戦
ワールドカップポスター展
会場で留学報告



ラグビーワールドカップ2019における地域交流の取組⑤ 東大阪市

〇アルゼンチンの公認チームキャンプ実施にあたり、代表選手と市内
中学校との交流イベントを開催。ラグビーデモンストレーション、祖国
の文化体験やラグビーの講和を実施。（8月29日(木)開催）

交流の様子



地域交流事業（１/２）
-RWC2019をみんなで応援しよう！！- （大阪府・東大阪市）

ラグビーワールドカップ2019日本大会を契機として、出場国出身者を講師に招き、府民に出場国の歴史・文化などに触れて
もらうことで、出場国への興味・理解を深め、大会終了後においても関心の継続を図る。
〇実施概要

2019年9月22日（日） イタリア V  ナミビア 戦 ①29名 ②22名 ③20名
2019年9月28日（土） トンガ V アルゼンチン戦 ①19名 ②18名 ③13名
2019年10月13日（日） アメリカ V トンガ 戦 ①19名（台風19号の影響により②③は中止）

①ワークショップ （場所：あべのハルカス ２５階会議室）
東大阪市花園ラグビー場で、試合を行う出場国（イタリア・トンガ・アメリカ）の歴史や伝統、文化・慣習などを出場国出身の
講師に紹介してもらい、試合出場国やその国の代表チームに興味をもってもらうきっかけをつくる（機会の提供）とともにパブ
リックビューイング観戦時の応援スタイルを講師を交え参加者全員で創りあげる。
〇9/22   アンドレアノ・ルチーア氏 （イタリア出身・（一財）日本イタリア文化協会 委員）
〇9/28   ラトゥ・ウィリアム志南利氏 （トンガ出身・元ラグビー日本代表）
〇10/13 クリス（クリストファー・マイケル・ノット）氏 （米国ニューヨーク州出身・FMcocolo ＤＪ）

②パブリックビューイング観戦 （場所：てんしばファンゾーン）
③アフターマッチファンクション （場所：東大阪市布施駅前商店街内「クラフトビールtavern」）

9月22日 ワークショップ、パブリックビューイング、アフターマッチファンクション



地域交流事業（２/２）

-RWC2019をみんなで応援しよう！！- （大阪府・東大阪市） 参考写真

10月13日 ワークショップ

９月28日 ワークショップ、パブリックビューイング、アフターマッチファンクション



イタリア代表チームウェルカムセレモニー 堺市

〇開催日程：２０１９年９月１５日（日）
開催場所：堺市大浜公園相撲場
参加人数：３００人程度

〇交流事業実施内容
ラグビーワールドカップ２０１９公式行事としてセレモニーを実施。
World Rugby、RWC2019組織委員会、イタリア代表チーム、堺市民を迎え、会場の特性を
活かしつつ日本や堺の魅力を伝えるためにオープニングセレモニーとして相撲の取り組み
を披露した。その他、代表者挨拶や記念品贈呈等を行った。

記念撮影 余興として披露した相撲の様子



イタリア代表交流イベント
みんなで給食いただきます！ 堺市
〇開催日程：２０１９年９月１７日（火）
開催場所：堺市立榎小学校
対 象：給食体験（2年生）・書道体験（6年生）
参加人数：３００人程度

〇交流事業実施内容
ラグビーイタリア代表選手が小学校を訪問し、児童たちと一緒に堺の給食を体験。
昼食後には書道の授業を体験しました。

給食体験の様子 書道体験の様子



イタリア代表交流イベント
みんなでペッタン！秋の夜長の餅つき茶会 堺市
〇開催日程：２０１９年９月１７日（火）
開催場所：堺市役所前市民交流広場
内 容：餅つき体験・呈茶体験
参加人数：５００人程度

〇交流事業実施内容
日本の伝統行事である餅つきと堺の伝統文化の茶の湯をイタリア代表チームと
市民が一緒に体験し、交流を深められるイベントを開催。

餅つき体験の様子 呈茶体験の様子



ジョージア代表交流イベント
日本の伝統的な昔遊びに挑戦！ 堺市
〇開催日程：２０１９年１０月１日（火）
開催場所：堺市立市小学校 体育館
内 容：けん玉、こま回し、あやとり、折り紙、イス取りゲーム、ハンカチ落とし
参加人数：１００人程度

〇交流事業実施内容
ラグビーイタリア代表選手がのびのびルーム（放課後児童対策事業）を訪問し、
児童たちと一緒にけん玉やこま回しなどの日本の伝統的な昔遊び等を体験する
交流事業を実施。

記念撮影昔遊び体験の様子



ラグビーワールドカップ2019における地域交流
（イングランド）

〇ファンゾーンにおける文化等発信
・場 所 メリケンパーク

・実施内容
ファンゾーン内に設置した「出場国PRゾーン」に、駐日英国大使館としてブースを出店し、英国で親
しまれているローストポークサンドイッチ等を販売。来場者に英国の食文化を発信した。

神戸市

実施日程
9月26日（木）
11：00～22：00

9月28日（土）
11：00～21：30

9月29日（日）
11：00～19：00

9月30日（月）
11：00～21：30

ファンゾーン
来場者数

11,500人 10,500人 9,000人 8,000人

PRブースでの食文化発信

ファンゾーン 来場したイングランド出身者

ブース（正面） 会場装飾



ラグビーワールドカップ2019における地域交流
（アイルランド）

〇チームの公開練習見学
・日 時 2019年10月1日（火）12：00～12：30
・場 所 神戸製鋼灘浜グラウンド
・実施内容
神戸市立西灘小学校6年生の児童86人がチームの練習グラウンドである神戸製鋼灘浜グラウンドを訪問して公開練習を見学、終了後、神戸市立
葺合高等学校の生徒3名による司会進行のもと、選手ら4名が参加し、簡単なセレモニーを実施した。チームからはボールにサインをいただき、学校
からは後日、応援の寄せ書きと千羽鶴を贈った。

〇ファンゾーンにおける文化等発信
・日 時 2019年9月28日（土）11：00～21：30 （ファンゾーン来場者数 10,500人）、 10月3日（木）11：00～22：00 （ファンゾーン来場者数 5,500人）
・場 所 メリケンパーク
・実施内容
ファンゾーン内に設置した「出場国PRゾーン」に、駐日アイルランド大使館としてブースを出店し、来場者にアイルランドの観光情報等を発信した。
また、「ステージゾーン」では、アイルランド音楽とダンスを来場者に披露した。

神戸市

選手との交流 ブース①

来場者の交流

○チームの公開練習見学 ○ファンゾーンにおける文化等発信

ステージ

ブース②セレモニー

記念撮影 手紙と千羽鶴の贈呈



ラグビーワールドカップ2019における地域交流
（スコットランド）

〇スコットランド出身者等による出前授業
・日時 2019年9月9日（月）9：40～10：25 ・場所 神戸市立明親小学校 多目的室
・実施内容
チームとの交流に先立ち、チームの母国について理解を深めるため、英国大使館から紹介いただいたスコットランド出身者と、Mr.英国展と称され
る方を講師に招き、同小学校の6年生約95人がスコットランドの文化について学んだ。

〇チームによる学校訪問
・日時 2019年10月2日（水）13：45～14：25 ・場所 神戸市立明親小学校 体育館
・実施内容
チーム（選手ら10名）が同小学校を訪問し、神戸市立葺合高等学校の生徒4名による司会進行のもと交流イベントを実施した。イベントには全校生
徒約520人が参加し、児童による歌、質問コーナー、選手とのラグビー体験を行い、チームからはボールにサインを、学校からは千羽鶴を贈った。

〇ファンゾーンにおける文化等発信
・日時 2019年9月30日（土）15：30～16：00 （ファンゾーン来場者数 8,000人） ・場所 メリケンパーク
・実施内容
「ステージゾーン」に、スコットランド出身のバグパイプバンドが同地域の民族衣装であるキルトを着て登場し、スコットランドの音楽を披露した。

神戸市

スコットランドについて バグパイプ体験

集合写真

○出前授業

○チームによる学校訪問

ラムゼイパイプバンド

ブース②
文化紹介

チーム入場 ラグビー体験

○ファンゾーンにおける文化発信



ラグビーワールドカップ2019における地域交流
（南アフリカ）

〇チームによる学校訪問
・日 時 2019年10月10日（木）10：10～11：10
・場 所 神戸市立こうべ小学校
・実施内容
チーム（選手4名）が同小学校を訪問し、 5・6年生約250人が手作りのウェルカムボードで歓迎した。神戸市立葺合高等学校の生徒4名による司会進
行のもと、質問コーナー、選手とのラグビー体験等の交流イベントを実施した。チームからはボールにサインをいただいた。

〇ファンゾーンにおける文化等発信
・日 時 2019年10月8日（火）11：00～21：30 （ファンゾーン来場者数 8,700人）
・場 所 メリケンパーク
・実施内容
ファンゾーン内に設置した「出場国PRゾーン」に、南アフリカ観光局がブースを出店し、来場者に南アフリカ産のワインを販売。来場者に南アフリカの
文化を発信した。
また、「ステージゾーン」では、南アフリカ出身のマリンバ奏者による音楽を来場者に披露した。

神戸市

選手を歓迎 ブース①

ステージ①

○チームによる学校訪問 ○ファンゾーンにおける文化等発信

ステージ②

ブース②選手との交流

記念撮影 ボールへのサイン



ラグビーワールドカップ2019における地域交流
（カナダ）

〇カナダ出身者等による出前授業
・日時 2019年9月17日（火）10：50～11：35 ・場所 神戸市立兵庫大開小学校 2階ワークスペース
・実施内容
チームとの交流に先立ち、チームの母国について理解を深めるため、カナダ大使館から紹介いただいたカナダ出身者を講師に招き、同小学校の

6年生約100人がカナダの文化について学んだ。
〇チームによる学校訪問
・日時 2019年10月7日（月）16：00～16：30 ・場所 神戸市立兵庫大開小学校 運動場
・実施内容
チーム（選手ら7名）が同小学校を訪問し、神戸市立葺合高等学校の生徒4名による司会進行のもと交流イベントを実施した。イベントには6年生と
同校を拠点に活動するラグビースクール生のうち希望者約100人が参加し、児童による歌、選手とのラグビー体験を行い、チームからはボールにサ
インと記念品を、学校からは千羽鶴を贈った。

〇ファンゾーンにおける文化等発信
・日時 2019年10月8日（火）11：00～21：30 （ファンゾーン来場者数 8,700人） ・場所 メリケンパーク
・実施内容
ファンゾーン内に設置した「出場国PRゾーン」に、日本カナダ会がブースを出店し、来場者にカナダの観光情報等を発信した。
また、「ステージゾーン」では、カナダの音楽を来場者に披露した。

神戸市

カナダについて 質問コーナー

集合写真

○出前授業

○チームによる学校訪問

ステージ

ブース文化授業

ラグビー体験 記念品交換

○ファンゾーンにおける文化発信



ラグビー体験会in淡路市夏まつり 淡路市・兵庫県

〇開催日時／令和元年７月２０日（土）14:00～16:00
○開催場所／国営明石海峡公園芝生広場
○参加人数／１００名
○講 師／元ラグビー日本代表冨岡耕児氏ほか
〇交流事業実施内容の詳細
公認チームキャンプ地は、利用施設やチームの滞在期間など公表できないことから、地域をあ

げて大会を盛り上げることが非常に難しいため、約５万人の人々が集まるが訪れるイベント会場
でラグビー体験イベントを開催することにより、キャンプ地淡路市のＰＲとともに大会気運の醸
成を目的に実施。

具体的なイメージが伝わる
写真を添付してください

※事前準備などの写真も添付して下さい
※写真毎に簡単なトピックを加えてください

ラグビー体験会場（20m＊25m） タックルに挑戦 ダイビングトライに挑戦



タグラグビーティーチャー研修会開催 淡路市・兵庫県

〇開催日時／令和元年７月３１日（水）13:30～16:30
○開催場所／県立淡路佐野運動公園屋内練習場アリーナ
○参加人数／２３名
○講 師／元ラグビー日本代表冨岡耕児氏
〇交流事業実施内容の詳細
ラグビーワールドカップ２０１９日本大会の開催を契機に、市民をはじめとしたラグビーの普

及の手段として、多くの小学校の体育授業でタグラグビーを実践してもらえるよう小学校教諭を
対象にタグラグビーティーチャー研修会を開催。

具体的なイメージが伝わる
写真を添付してください

※事前準備などの写真も添付して下さい
※写真毎に簡単なトピックを加えてください

研修会の様子（講和） 研修会の様子（実技）



レッツトライタグラグビー体験イベント 淡路市・兵庫県

〇開催日時／令和元年８月２５日（日）10:00～12:00
○開催場所／県立淡路佐野運動公園屋内練習場アリーナ
○参加人数／３６名
○講 師／元ラグビー日本代表冨岡耕児氏ほかスタッフ
〇交流事業実施内容の詳細
初心者や子ども、女性の方でも一緒に楽しむことができるタグラグビーラグビーを体験しても

らうことにより、ラグビーの魅力・精神を学び、ラグビーの楽しさを知ってもらうことでラグ
ビーへの関心を高める。

具体的なイメージが伝わる
写真を添付してください

※事前準備などの写真も添付して下さい
※写真毎に簡単なトピックを加えてください

体験イベントの様子



タグラグビーふれあい授業の実施 淡路市・兵庫県

〇開 催 日 ／令和元年９月１０日（火）～令和２年１月２４日（金）市内５小学校で１３回開催
○開催場所／各小学校グラウンド及び体育館
○参加人数／５２６名
○講 師／元ラグビー日本代表・冨岡耕児氏、タグフットボール日本代表・今村隆政氏
〇交流事業実施内容の詳細
ラグビーワールドカップ2019日本大会を契機として、市内の小学校を対象に体育授業の指導要

領にも合致しているタグラグビーふれあい授業を開催し、大会後においても継続的に体育授業に
取り入れてもらえるよう実施。

具体的なイメージが伝わる
写真を添付してください

※事前準備などの写真も添付して下さい
※写真毎に簡単なトピックを加えてださい

←タグラグビーふれあい授業の様子

タグラグビーふれあい授業後の記念撮影



滞在チームと地元小学生との交流 淡路市・兵庫県

〇開 催 日 ／令和元年９月２６日（月）14:00～14:30
○開催場所／県立淡路佐野運動公園屋内練習場
○参加人数／６０名
○対象チーム／サモア代表
〇交流事業実施内容の詳細
淡路市に滞在したサモア代表チームから地元小学生のお出迎えについて承諾を得たうえで、実

施し、サモア代表チームから歓迎の御礼として、選手のトレーニング風景を施設内で見学させて
いただきました。

具体的なイメージが伝わる
写真を添付してください

※事前準備などの写真も添付して下さい
※写真毎に簡単なトピックを加えてださい


